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　会
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６
月
４
日

◦
諸
般
の
報
告

�

金
井
塚
議
長

◦�

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
報
告

�

井
上
副
議
長

◦�

小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

報
告�

上
野
廣
議
員

◦
行
政
報
告

�

吉
田
町
長

�

小
澤
教
育
長

◦
全
議
案
一
括
上
程
説
明

◦
一
般
質
問

�

大
山　

尚
美

�

上
野　

憲
子

�

上
野　
　

廣

６
月
５
日

　
�

全
員
協
議
会
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
開
催

６
月
６
日

◦
議
案
審
議

　
平
成
25
年
６
月
定
例
会
は
６
月
４
日
よ
り
７
日
ま
で
、
４
日
間
の
会
期
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
を
国
に
要
請
す
る
こ
と
の
請
願
を
始

め
、
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
等
６
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
全
議

案
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し

様
々
な
角
度
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

第１８７回６月定例会

議
案
第
49
号

　

�

滑
川
町
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
50
号

　

�

滑
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
51
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

の
議
定
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）の
議
定
に
つ

い
て

議
案
第
53
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）の
議

定
に
つ
い
て

議
案
第
54
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
浄
化

槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）の
議
定
に
つ

い
て



議
案
審
議
Ｑ
＆
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ
望
む

こ
と
と
は
何
な
の
か
。

Ｑ
　

滑
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

於
い
て
、
理
由
と
し
て
６
月
１
日

よ
り
新
た
な
行
政
区
が
発
足
し
た

こ
と
で
学
識
経
験
者
を
含
め
て
の

定
数
増
員
と
あ
り
ま
す
が
、
内
容

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
　

今
の
と
こ
ろ
１
名
の
増
員

で
す
が
、
次
に
別
の
所
の
分

区
が
生
じ
た
時
は
、
ま
た
考
え
ま

す
。Ｑ

　

特
に
、
学
識
経
験
者
を
含

め
る
、
と
あ
る
が
何
を
望
む

の
か
。

Ａ
　

健
康
元
年
と
い
う
こ
と
で

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で

指
導
と
推
進
を
任
う
方
を
確
保

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
更
な
る
普
及
を

図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
事
業
の
推
進
に

よ
る
水
質
向
上
に
つ
い
て

Ｑ
　

県
知
事
が
推
進
し
て
い
る

「
水
の
再
生
事
業
」
を
推
進

す
る
中
で
、
河
川
の
汚
れ
の
原
因

が
生
活
排
水
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
市
町
村
型
合
併
浄
化
槽
事

業
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
河
川
や
堀
の
水
質
向

上
と
い
う
観
点
で
、
滑
川
町
内
の

排
水
調
査
を
行
い
、
排
水
浄
化
強

化
地
域
を
指
定
す
る
予
定
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ
　

本
事
業
を
開
始
し
て
一
年

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
町
民
に
事
業
内
容
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
希
望
す
る

か
た
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
排

水
浄
化
強
化
地
域
を
指
定
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
業
の
水
質
浄
化

の
成
果
を
確
認
す
る
た

め
に
も
、
合
併
浄
化
槽
設
置
前
後

の
堀
や
川
の
水
質
の
デ
ー
タ
を

採
っ
て
お
く
事
を
要
望
い
た
し
ま

す
。 要

望

33

一般会計補正予算について

震災対策農業水利施設整備事業
　大規模地震や近年の豪雨等により、多くのため池が被災し、特に東
日本大震災では、ため池の決壊等により農地だけでなく下流の住民や
家屋等にも甚大な被害が発生しております。
　これらを受けて会計検査院が、地震、津波対策の調査の結果、耐震
性不明なものが₉割以上のため滑川町においても国庫補助金7２, ５００
千円（下記以外に補助金あり）を受け、下記の対応を計ります。

記
 平成25年度
　●ため池の一斉点検　95箇所
　　�対象ため池の現状把握のため、施設の諸元、漏水、クラック及び

変形、変状、改修履歴、周辺状況の点検を国庫補助金により実施
� 500千円×95箇所＝47,500千円
　●ため池の耐震点検　₅箇所
　　�地震により人家等への被災の影響が大きいため池については、一

斉点検項目に加え、堤体ボーリング等による土質調査、安定計算
等による耐震性の調査を実施�5 ,000千円×₅箇所＝25,000千円

 平成２６年度～
　●ため池ハザードマップの作成、及びため池整備の検討

請
願
及
び
意
見
書
審
査

一
、
請
　
願

　

�　

年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
を
国
に
要
請
す
る
こ
と
の
請

願
に
対
し
て
審
査
の
結
果
採
択
と
な
る
。

一
、
意
見
書

　

�　

埼
玉
県
立
大
学
に
医
学
部
の
新
設
を
認
め
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
、審
査
の
結
果
採
択
と
な
る
。

生活排水を浄化する合併浄化槽
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臨時議会開催される
　第186回臨時議会が４月30日に召集され、１日の会期で開催されました。
　正副議長選挙、各常任委員会の正副委員長の選任、比企広域市町村圏組合議会議員等の
選出を行い、町長からの提出議案５件を審議し、それぞれ原案どおり可決されました。

議
案
第
43
号

　

�

滑
川
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

議
案
第
44
号

　

�

滑
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
45
号

　

�

滑
川
町
区
長
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
羽
尾
一
区
分
区
に
伴
う
）

議
案
第
46
号

　

�

滑
川
町
環
境
委
員
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
羽
尾
一
区
分
区
に
伴
う
）

議
案
第
47
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

の
議
定
に
つ
い
て
（
羽
尾

一
区
分
区
に
伴
う
予
算
措

置
）

議
案
第
４８
号

　

�

滑
川
町
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

羽
尾
一
区
か
ら
「
み
な
み
野
と
十
三
塚
」
が
分
区
独
立
し

第
十
五
区
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１８８
回
臨
時
議
会
が
６
月
２６
日

に
召
集
さ
れ
、
一
日
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
支
援
の
た
め
の

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置
を

踏
ま
え
、
滑
川
町
職
員
の
給
与
を

減
額
す
る
た
め
に
伴
う
補
正
予
算

を
主
体
と
し
た
議
案
６
件
が
提
出

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
55
号

　

�

滑
川
町
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
56
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
議
定

に
つ
い
て

議
案
第
57
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
議
定
に
つ
い
て

議
案
第
58
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
の
議
定
に
つ
い
て

議
案
第
59
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
浄
化
槽
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
議
定
に
つ
い
て

議
案
第
60
号

　

�

平
成
25
年
度
滑
川
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の

議
定
に
つ
い
て

臨
時
議
会

みなみ野
一丁目 みなみ野

二丁目
みなみ野
三丁目

みなみ野
四丁目

十三塚

羽尾一区

都

第１５区の区域図
森林公園駅

羽
尾
一
区
が
分
区
さ
れ
る

第１８６回

第１８８回

第１５区の人口・世帯数（平成２５年₆月₁日予想値）

人　口 世帯数

第１５区（みなみ野・十三塚） １６１４ ６８０

第１０区（羽尾一区） １６９１ ７１１
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新議長・副議長が選任されました
就任の挨拶

　

議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
、

平
成
25
年
４
月
30
日
に
開
催
の

第
１
８
６
回
臨
時
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
滑
川
町
議
会
議
長
の

　

暑
さ
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
に

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
ご
推

察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
議
会
臨
時

要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
受

け
止
め
、
ま
た
心
よ
り
感
謝
す

る
と
と
も
に
責
務
の
重
大
さ
を

改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
地
方
自
治
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
地
方
分
権
の
進
展
に

伴
い
議
会
の
果
す
役
割
と
議
員

の
責
務
も
一
層
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
の
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
議
会
が
町
民
の
負
託
に

応
え
、
町
の
持
続
的
で
充
実
し

会
に
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

賜
り
ま
し
て
副
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
任
務
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
任
務
を
果
た

し
て
参
り
ま
す
。

　

国
の
経
済
情
勢
で
は
、
景
気

回
復
を
期
待
し
て
い
る
国
民
の

生
活
に
は
ま
だ
実
感
出
来
な

く
、
早
く
の
向
上
を
望
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

議　

長

�

金
井
塚　

徳　

一

副
議
長

�

井　

上　

奈
保
子

た
町
づ
く
り
に
寄
与
で
き

る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

滑
川
町
は
、
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
近
隣
市
町

村
で
は
唯
一
人
口
増
が
見

込
ま
れ
る
町
と
な
っ
て
い

ま
す
。
子
育
て
環
境
の
充

実
が
結
実
し
た
結
果
と
受

け
止
め
、
こ
れ
か
ら
は
高

齢
化
社
会
を
も
見
据
え
た

町
づ
く
り
に
も
向
け
て
、

更
に
議
論
を
深
め
て
行
く

　

滑
川
町
で
は
先
の
大
震

災
の
教
訓
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
住
民
の
生
命
・
財

産
・
美
し
い
郷
土
を
守
る

た
め
、
町
の
「
地
域
防
災

計
画
」
を
作
成
し
、
各
戸

へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
諸
事
業
を
執

行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

具
体
的
政
策
を
議
会
へ
提

出
し
ま
す
。
議
会
は
こ
れ

を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ

と
や
決
ま
っ
た
政
策
を
行

こ
と
が
肝
要
と
心
得
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
公
平
無
私
の
立
場
を

貫
き
、
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

力
量
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

う
執
行
機
関
の
執
行
内
容
を
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
、
皆
様
か
ら
の

付
託
に
応
え
る
べ
く
執
行
部
と

共
に
切
磋
琢
磨
し
合
っ
て
、
諸

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
行

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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新たな活動　　始まる

委 員 長　石川　正明
副委員長　北堀　一廣
委　　員　金井塚徳一
委　　員　森田　泰雄
委　　員　田幡　宇市
委　　員　紫藤　昌久
委　　員　北村　徳章

総務経済建設常任委員会

狭あい道路解消に向けて、対
象となる現地調査を徹底。

森林公園駅北の面的整備の可
能性について、現地調査及び
関係する住民からのヒアリン
グ。

通学路に該当する道路整備の
状況調査。

森林公園内にある情報発信館
の費用対効果を検証。

森林公園との情報交換会を開
催し、地域との連携事業を強
化するため森林公園と各種団
体などとの連絡協議会設置を
検討。

里づくり事業の費用対効果を
検証。

事業方式や運営方法を検討
し、先進的施設を視察。特に
民間活力を利用した取り組み
について検討を深める。町民
会館は、長期に渡り利用して
いくものなので、役場周辺の
土地利用や、施設配置を含め
長期的視点で検討をしていく。

災害発生時における議会とし
ての役割や対応を検討する。

教育環境整備や、庁舎の大規
模改修などにより、起債額も
膨らんでいる。今後、町民会
館建設や総合体育館の改築も
計画段階にある中で、財政の
長期的なシミュレーションを
検証する。

町民会館建設計画

防災減災計画

財政シミュレーション

狭あい道路

森林公園駅北

通学路

情報発信館

森林公園

里づくり

建　設　課 産業振興課

総務政策課
今 年 度 の 計 画

各事務事業について、
ヒアリングや視察を行う。

税務課

水道課

環境課

会計課

�
�
�
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新たな活動　　始まる

委 員 長　上野　　廣
副委員長　大山　尚美
委　　員　上野　憲子
委　　員　長谷川元夫
委　　員　井上奈保子
委　　員　伊東　康夫
委　　員　高坂　清二

文教厚生常任委員会

町内各地域の健康づくり活動を
積極的にサポートしていく。

立正大学地域連携支援セン
ター、武蔵丘短大健康生活科な
どの研修（８月）、健康長寿日
本一の長野県を視察研修（１１月）
し、滑川町の健康増進に活かす。

埼玉県赤十字血液センター視
察・研修（１０月）。

平成 27 年度に予定されてい
る国民健康保険事業の広域化
へ向けての課題を検討。

国が推進している在宅介護
等、高齢者目線で検討してい
く。

小川地区衛生組合のゴミ焼却
場は老朽化が進み、現在東松
山市を含む８市町村で推進予
定、課題を検討していく。

生ゴミやプラスチックのリサ
イクル施設がある彩の国循環
センター等の視察・研修（来
年２月）。

老朽化と校舎から離れた場所
にある。このような課題を持
つ、宮前小学校プールの新設
に関連した、ヒアリングや、
現地視察を実施（７月）。

蔵書総数　110,575 冊
来館者数　19,854 人（昨年）
貸出総冊数　120,795 冊（〃）
と、たくさんの人に利用され
ている。利用者目線でさらな
る充実に向けていく。

給食試食（７月）。
給食センター視察（１０月）。

宮前小学校プール

図書館

給食の安全安心

健康長寿の地域づくりの促進

健康づくり研修

献血の推進

国民健康保険

介護保険

ゴミ処理場の広域化ゴミの減量化

健康福祉課

環　境　課

町民保険課 教育委員会事務局

今年度の計画と課題
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　６月定例会では、３人の議員から※一般質問が
行われ、町政全般について活発な議論が展開され
ました。質問と答弁の要約内容は９ページから１１
ページです。なお、全文記録（議事録）については、
９月中に滑川町ホームページ（http://www.
town.namegawa.lg.jp）に掲載しますのでご覧
ください。

一 般
質問

※一般質問＝�議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針
等について所信を聞き、報告や説明を求め疑問点を
質すこと。

我が町政を問う

上野　　廣（９ページ）
◦グリーンツーリズムの推進を
◦平和憲法を考える
◦市野川河川整備は

大山　尚美（10ページ）
◦ＨＰＶ検査の導入を
◦骨髄ドナー助成制度を
◦風疹予防接種の助成を
◦ペットの避難対策は

上野　憲子（11ページ）
◦特定検診受診アップの方策は
◦風疹予防接種費用の助成を

　 一般質問は
　次ページより

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長　上野　憲子
副委員長　長谷川元夫
委　　員　井上奈保子
委　　員　田幡　宇市
委　　員　伊東　康夫
委　　員　北堀　一廣
委　　員　北村　徳章

　議会運営委員会は、議会運営全般について協議

する場として設置されている委員会です。

　主に定例会前に上程される議案等を検討して、

会期日程を決定したり、意見調整を図りながら議

会運営をスムーズに進めるための協議機関です。

町
監
査
委
員

伊東康夫 氏

　

議
会
選
出
の
町
監
査
委
員
に

伊
東
康
夫
議
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
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し
く
、
一
刻
も
早
く
根
本
的
な
改

修
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
水
利
組
合
か
ら
要
望

が
出
て
い
ま
す
が
、
現
状
を
う
か

が
い
ま
す
。

答　
本
ラ
バ
ー
堰
は
、
昭
和
54

年
施
工
で
34
年
経
過
し
、
耐

用
年
数
は
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
本
ラ
バ
ー
堰
の

診
断
調
査
は
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
出
来
る
限
り
早
く
施
工
で
き

る
よ
う
県
と
調
整
し
て
い
き
ま

す
。

答　
滑
川
町
は
都
市
と
の
距
離

が
近
い
の
で
、
町
で
運
営
す

る
よ
う
な
宿
泊
施
設
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
が
推
進
し
て
い
る
４

箇
所
の
谷
津
の
里
を
結
ぶ
里
道
や

山
道
の
整
備
を
遊
歩
道
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
使
え
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

■
羽
尾
平
堰
改
修
は
■

問　
市
野
川
羽
尾
平
堰
は
ラ

バ
ー
堰
で
す
が
、
劣
化
が
激

問　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

は
、
都
会
の
住
民
が
農
村
に

滞
在
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
、

農
村
地
域
の
収
入
増
加
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
自
然
豊
か
な
滑
川

町
は
、
谷
津
の
里
づ
く
り
が
充
実

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、宿
泊
施
設
、

遊
歩
道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
な

ど
の
整
備
が
十
分
で
は
な
く
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
堪
能
で
き

る
環
境
に
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
の
方
針
又
は
計
画
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
す
。

問
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
を

遊
歩
道
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
検
討
し
て
い
く

答

上野　　廣　議員

問　
い
ま
、
憲
法
論
議
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
政
権
が
憲
法
９
条
を
改
正
す

る
と
い
う
動
き
も
あ
り
、
日
本
が

戦
前
の
よ
う
な
軍
隊
を
持
つ
こ
と

に
な
る
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
町
長

の
重
点
施
策
の
四
本
柱
の
ひ
と
つ

が
平
和
で
す
。
今
年
の
滑
川
町
の

平
和
事
業
の
計
画
と
現
政
権
の
動

き
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
う
か
が

い
ま
す
。

答　
日
本
国
憲
法
は
、
先
の
大

戦
で
亡
く
な
っ
た
３
０
０
万

を
超
え
る
尊
い
国
民
の
犠
牲
の
上

に
出
来
た
憲
法
で
あ
り
、
私
個
人

は
い
い
憲
法
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
和
は
町
長
の
公
約
で
も
あ

り
、
平
和
の
尊
さ
、
悲
惨
さ
を
風

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、「
平
和
を

見
つ
め
る
ピ
ー
ス
バ
ス
ツ
ア
ー
」、

「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
写
真
・

パ
ネ
ル
展
」
な
ど
の
多
く
の
平
和

の
啓
発
事
業
を
計
画
・
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
和
首
長
会
議
に
も
加

盟
し
ま
し
た
。

問 平和憲法を考える

憲法 9条は尊重する答

老朽化が進む羽尾平ラバー堰
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こ
と
で
、
が
ん
の
見
過
ご
し
が
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
取
り

入
れ
の
考
え
は
。

答　
国
の
が
ん
検
診
の
動
向
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
子
宮
頸
が
ん
は
20
～
30
代

の
女
性
に
急
増
中
で
、
発
症

年
齢
は
35
歳
、
こ
れ
は
日
本
女
性

の
初
産
の
平
均
年
齢
に
重
な
り
ま

答　
埼
玉
県
内
で
助
成
し
て
い

る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有

効
性
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
え
ま
す
。

　

滑
川
町
で
も
支
援
事
業
を
作

り
、
県
内
初
で
始
め
た
と
Ｐ
Ｒ
が

出
来
る
よ
う
、
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
導
入
を
■

問　
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
内
容

は
細
胞
診
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
が
Ｈ

※

Ｐ
Ｖ
検
査
を
併
用
す
る

■
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
を
■

問　
昨
年
９
月
に
造
血
幹
細
胞

移
植
法
が
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血

な
ど
の
難
病
に
有
効
な
治
療
法
で

す
。
善
意
の
ド
ナ
ー
が
い
て
初
め

て
成
立
し
ま
す
が
、
休
業
補
償
が

無
く
経
済
的
な
負
担
が
重
い
等

で
、
骨
髄
提
供
ま
で
至
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
４
割
程
あ
り
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
う

か
が
い
ま
す
。

問
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
を

支
援
事
業
作
り
を
考
え
た
い

答

大山　尚美　議員

す
。
近
隣
の
町
も
補
助
事
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

答　
比
企
広
域
で
医
療
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
、
医
師
会
管

内
の
担
当
者
部
会
で
、
補
助
に
つ

い
て
話
し
あ
っ
て
い
き
ま
す
。

■
風
疹
予
防
接
種
の
助
成
を
■

問　
風
疹
の
患
者
が
全
国
で
急

増
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
は
。

答　
補
正
予
算
の
計
上
を
し
ま

し
た
。
対
象
は
19
～
49
歳
の

女
性
。
妊
娠
中
の
女
性
の
配
偶
者

で
、
３
０
０
０
円
の
補
助
で
す
。

問　
継
続
的
な
補
助
の
考
え

は
。

答　
患
者
の
推
移
を
見
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
の
避
難
所
に
つ
い
て
■

問　
環
境
省
は
、
災
害
時
に

ペ
ッ
ト
も
避
難
で
き
る
よ
う

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
自
治
体
に
示
す

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
避
難

訓
練
時
に
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
訓

練
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

答　
こ
れ
か
ら
の
訓
練
で
取
り

入
れ
て
い
く
か
検
討
の
課
題

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問　
ペ
ッ
ト
の
食
料
の
備
蓄
の

考
え
は
。
備
蓄
出
来
な
い
場

合
で
も
、
食
料
の
調
達
体
制
の
整

備
の
中
に
ペ
ッ
ト
の
食
料
も
加
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
。答　

国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
出
さ
れ
た
ら
、
よ
く
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

骨髄ドナー　採血風景

※�

Ｈ
Ｐ
Ｖ　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス

　

が
ん
発
症
と
の
関
連
が
深
い

問 ペットの避難対策は

今後の検討課題答
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進
委
員
さ
ん
を
中
心
に
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

問　
保
健
師
、
栄
養
士
等
健
康

づ
く
り
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
も

重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
。

答　
今
後
の
職
員
採
用
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
中
で
、
食
の
重
要
性
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
坂
戸
市
が
実
践

し
て
い
る
ル
ッ
コ
ラ
（
葉
酸
を
多

く
含
む
葉
も
の
野
菜
）
な
ど
「
野

菜
も
り
も
り
促
進
事
業
」
や
長
野

県
が
「
県
民
減
塩
運
動
」
を
実
施

し
、
長
寿
全
国
一
位
と
な
っ
た
実

践
な
ど
学
ぶ
べ
き
と
考
え
ま
す

が
。答　

町
で
も
、
血
圧
を
下
げ
る

効
果
が
あ
る
と
い
う
干
し
柿

作
り
も
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
健

康
野
菜
づ
く
り
も
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

と
考
え
ま
す
。

問　
平
成
25
年
度
も
受
診
率
を

10
％
ア
ッ
プ
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

答　
検
診
の
実
施
回
数
を
増
や

し
た
り
、
地
区
別
に
状
況
を

示
し
、
区
長
さ
ん
達
に
も
力
を
借

り
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
今
年
度
の
計
画
で
重
点
事

業
は
。

答　
グ
ル
ー
プ
作
り
の
支
援
は

も
と
よ
り
、
健
康
づ
く
り
推

■
み
ん
な
が
健
康
で
長
寿
の

　

町
づ
く
り
に
つ
い
て
■

問　
町
長
は
、「
平
成
25
年
度

は
健
康
づ
く
り
元
年
と
位
置

づ
け
取
り
組
む
。」
と
の
決
意
で

あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
平
成

24
年
か
ら
３
ヶ
年
の
行
動
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
24
年
度
の
特

定
検
診
の
実
施
率
は
。

答　
50
歳
以
上
の
受
診
率
を
前

年
度
比
10
％
ア
ッ
プ
の
目
標

に
進
め
、
平
成
24
年
度
の
概
算
値

は
32
％
位
（
前
年
25
％
）
に
な
る

問
特
定
健
診
受
診
ア
ッ
プ
の

方
策
は

実
施
回
数
を
増
や
す
な
ど

答

上野　憲子　議員

■
大
人
の
風
疹
予
防
接
種

　

費
用
の
助
成
を
■

問　
県
内
の
自
治
体
で
も
風
疹

予
防
接
種
の
助
成
を
進
め
る

自
治
体
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
も
早
期
の
実
施
を
求
め
る

声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
が
。

答　
６
月
議
会
の
補
正
で
接
種

費
用
補
助
金
90
万
円
を
計
上

し
、�ひ
と
り
３
０
０
０
円
で
３
０
０

人
分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
平
成
25
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

と
し
ま
す
が
、
４
月
１
日
に
さ
か

の
ぼ
り
助
成
し
ま
す
。

問　
風
疹
の
流
行
は
、
ま
だ
ま

だ
続
く
の
で
は
な
い
か
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
対
象
者
に
多
く
知
ら
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

答　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
予

防
接
種
を
受
け
て
も
ら
う
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

健康づくり団体活動中

問 風疹予防接種費用の助成を

３千円を助成答
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編
集
後
記

　

梅
雨
の
時
季
を
迎
え
た

も
の
の
前
半
に
は
降
雨
量

も
少
な
く
田
植
え
な
ど
に

水
不
足
の
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
中
旬
に
な
っ
て

恵
み
の
雨
が
降
り
、
万
物

に
生
気
が
漲
り
暑
さ
も
厳

し
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

議
会
は
4
月
30
日
の
臨

時
議
会
に
て
新
し
い
人
事

体
制
が
決
ま
り
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
編
集
委
員

も
新
メ
ン
バ
ー
に
替
わ
り

議
会
だ
よ
り
１
１
０
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

6
月
定
例
議
会
に
は
民

生
委
員
さ
ん
や
大
勢
の

方
々
が
傍
聴
さ
れ
、
本
会

議
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
ご

覧
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
達
議
会
と
し
て
は
、

「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
し

て
議
会
の
活
動
を
広
く
町

民
に
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
町
民
と
議
会
を
結
ぶ
貴

重
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
「
声
」
を

是
非
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

更
に
暑
い
日
が
続
く
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
ど
う

ぞ
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
こ

の
夏
を
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。井

上
奈
保
子

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

議員による大笑庵（グループホーム）視察 広報委員研修会

滑川中学校運動会新築された滑川中学校東校舎の授業風景

発行責任者　金井塚徳一
委 員 長　井上奈保子
副委員長　高坂　清二
委　　員　森田　泰雄
委　　員　紫藤　昌久
委　　員　上野　　廣
委　　員　石川　正明
委　　員　大山　尚美

　各常任委員会から選出された委員によって構成され、議会の審議状況等を通して、積極的に広く
わかり易く町民にお知らせすることを目的とします。
　議会だよりを年四回、定例会ごとに発行いたします。

議会を傍聴してみませんか
　議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。
　次回の定例会の開会予定は９⺼３日（火）です。


